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励臼㌢  区分3 → 区分5   

柳  3年間   

度抑  

■重度の知的障害で周期性の興奮、不眠状態がある事   

例。  

■排便時に排泄物を壁になすりつけたり、葉を口に入   

れるなどの異食行為、奇声、暴行（母親の髪を引っ   

弓長る）、破衣等の行動障害がみられることから、これ   

らに対応するため、介護時間が長くなると判断し、   

区分5に変更した。  
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食事  排せつ  移動  清潔 保持  間接  行軌  機能 訓練  医療 関連   

3．1分  185分  1a7分  15．8分  5．7分  4．3分  2．2分  3．3分   

2 判定調査項目  

A項目群  調査結果   

麻痺拘錦   
麻痺（左一上肢）  

麻痺（右一上肢）  

1－1  麻痺（左一下肢）  

麻痺（右一下肢）  

麻痺（その他）  

拘楯（肩関鮨）  

拘縮（肘関節）  

1－2  拘籍（股関節）  
拘縮（膝関節）  

拘縮（足関節）  

拘摘（その他）  

移動   
2－1   寝返リ  

2－2   起き上がり  

2－3   座位保持  

2－4   両足での立位  

2－5   歩行  

2－6   移乗   見守り等   

2－7   移動   見守り等   

複雑動作   
3－1   立ち上がり  

3－2   片足での立位  

3－3   洗身   全介助   

特別介護   

4－1ア じょくそう  

4－1イ 皮膚疾息  

4－2   えん下  

4－3   食事摂取   見守り等   

4－4   軟水   見守り等   

4－5   排尿   見守り等   

4－6   排便   一部介助   

身の回り   

5－1ア 口腔清潔   一部介助   

5－1イ 洗顔   一部介助   

5－1ウ．   整髪   一部介助   

5－1エ つめ切り   全介助   

5－2ア 上衣の着脱   見守り等   

5－2イ ズボン等の着脱   見守り等   

5－3   薬の内服   全介助   

5－4   金銭の管理   全介助   

5－5   t括の利用   全介助   

5－6   日常の意思決定   できない   

意思疎通   

6－1   視力  

6－2   聴力  

6－3一ア  意思の伝達   ほとんど不可   

6－4－ア  指示への反応   ときどき通じる   

6－5ア 毎日の日課を理解   できない   

6－5イ 生年月日をいう   できない   

6－5ウ．   短期記憶   できない   

6－5エ 自分の名前をいう   できない   

6－5オ．   今の季節を理解   できない   

6－5力 場所の理解   できない  

行動  調査梅果   
7 ア   被害的  

7 イ   作話  

7 ウ   幻視幻馳  
7 エ   感付が不安定   ある   

7 オ   昼夜逆転   ときどきある   
7 力   暴言暴行   ときどきある   
7 キ   同じ話をする  

7 ク   大声を出す   ある   

7 ケ   介様に抵抗  

7 コ   常時の彿掴   ある   

7 サ   落ち着きなし   ある   
7 シ   外出して戻れない  

7 ス   1人で出たがる  

7 セ   収集癖  

7 ソ   火の不始末  

7 タ   物や衣類を壊す   ときどきある   

7 チ   不潔行為   ときどきある   
7 ツ   輿食行動  ・・二＝ ＝   

7 テ、   ひどい物忘れ   ある   

特別な医療   

8－1   点滴の管理  

8－2   中心静脈栄養  

8－3   透析  

8－－4   ストマの処置  

8－－5   酸素療法  

8－6   レスピレーター  

8－7   気管切附の処置  

8－－8   痔痛の稽  

B一－9   権管栄養  

8－10   モニター測定  

8－－11   じょくそうの処置  

8－12   カテーテル  

Bl項目群   

9－1   調理   全介助   

9－2   食事の配下膳   見守り、一部介助   
9－3   柵除   全介助   
9－4   洗濯   全介助   
9－5   入浴の準備片付け   全介助   
9－6   互い物   全介助   
9－7   交通手段の利用   全介助   

B2項目群   

7 ト   こだわり   ある   

7 ナ   多動・行動停止   ほぼ毎日   

7 ニ   不安定な行勤   ほぼ毎日   

7 ヌ   自ら叩く等の行為   ほぼ毎日   

7 ネ   他を叩く等の行為   ほぼ毎日   

7 ノ   興味等による行動   毎日（外出のたび）   

7 ハ   通常と違う声   日に1回以上   

7 ヒ   突発的行動   日に1回以上   

7 ホ   反復的行動   ある   

C項目群   

6－3－イ  独自の意思伝達   ほとんど不可   

6－4－イ  説明の理解   ときどきできる   

7 フ   過食、反すう等  

7 へ   憂鬱で悲観的  

7 マ   対人面の不安緊張  

7 ミ   意欲が乏しい   ある   

7 ム   話がまとまらない  

7 メ   集中力が続かない   ときどきある   

7 モ   自己の過大評価  

7 ヤ   疑い深く拒否的  

9－8   文字の視覚的認誰   全介助   
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区分5 事例3  

特記事項  

1麻痔等に関連する項目についての特記事項  

1－1麻痔等の有無，ト2関節の動く範囲の制限の有無  

2 移動等に関連する項目についての特記事項  

2－1寝返り．2－2起き上がり．2－3座位保持，2－4両足での立位保持．2－5歩行，2－6移乗．2－7移動   

（2－6，7）移動や移乗の際に声かけがないと行動できないことや歩道から車道に飛び出してしまう行動も見られるため  
■■■－■■■一－●■－●●一－－－－－－－－t－－－－－－－一－－－－一一一一－－一－－－－一－－一一－－－－－－－－－－一－－－－－一一－一一－－－－－－－－■●●一■－▼  

見守りが必婁と判断。  
一■－■■●●■■－－－■－－－－－－－－－－－－－一一－－－－－－＝－－－－－－－－－－一－－一一－一一－－－－－－－－－一一－－－－一－－－－●■■■■■一一－●－▼■‾‾‾  

3 動作等に関連する項目についての特記事項  

3－1立ち上がり．3－2片足での立位保持．3－3洗身   

（3－3）介助者が声かけをしても手で体を撫でる程度の洗身しかできていないため全介助ヒ判断。  
■●●■－ ■ －－■－● － ■■－一－ － －－一 －－－ 一一 － － －－－－－－－－－ － －－－一一一一 － － －－－ － － － －－－ － － －－－一 － － →－－ － －－－ － － －■一■●●●一－－●● ● ● ■  

4 身辺の介護等に関連する項目についての特記事項  

小1じょくそう（床ずれ）等の有無，小2えん下4－3食事摂取4－4飲水，4－5排鼠 4－6排便   

（4－3）介助者が声をかけないと食事が進まない。子が止まってしまうなどの棟子が見られる。  
－一 一 ■ ●●－■■－ －－－ ■－－－－－ － － － －一一一一一一 － － － －－ － －－－一一－－ －－－ －－－－－ 一 － 一一－－ － － －－一 －－ 一一 －－－ －－ － － － －→－－－ ● ●－－■■ ■一－●   

（4－4）介助者が声をかけないと逢壬以上の水分を摂取してしまうため、見守りが必阜と判断。  
■一■■一■■－●■■■■一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－●   

（4－5，6）介助者が声をかけないと便器の外に排尿してしまったり、おしりを拭く行為をしないことがあろため、見守  
●－ ●一 ■■■■－■ ■－■●－一一 －－ 一一－ －一 －－－－一－－－－－－－－ － 一一－－－－－一一一一－－ －－－－一一 －－ －－ －－－－ － － －－－ －－ －－ － 一 ■■ ■●■ ■ － － －－●■  

り、一郎介助が必阜と判断。  
＿＿－一一 ■●●■●一一－－一－－－－－‥－－ －－－－ －t －▼ －－ － －－－－－－－－－ －－ －－ －－－－－ － －－－ － －t－－－ － － －－－－ － －－ － － －－■▼●－ ‾ ‾‾ ‾●●‾ ‾ ‾●  

5 身辺の世話等に関連する項目についての特記事項  

5－1清潔．5－2衣服着脱．5－3薬の内服．5－4金銭の管理．5－5 電話の利用．5－6 日常の意思決定   

（5－1）歯ブラシは手に持ってロの中に入れる程度、洗顔は水で軽く頻を洩らす程度のため、一部介助と判断。  
－－●■● ■ ■■ ●－ 一一－－－一一－－ － －－ －一－ 一 一 －－－－－－－－－－ －一 － －－－－ －－ －一一一 － －－ －－ － － －－－－－ － －－－－ － － － － － ■ ■●●■■ ● 一－ －－■－ ● ■■   

（5－2）表裏反対に着てしまうことなどがあるため、見守りが必阜と判断。  
■■ － ■ 一■ ● ● ● t ■ － ●■ 一 一 ● ■ － － － － － － － － 一－ － － － 一 一－ ■－－ －－ － 一 一 － － － － － － ■－－ － － － － －－－ － － － － － － － － － － － － － 一 一 － － 一 － － － － － ● ■ ■ － － ■ ■ ■ － － 一 ■ ● ■  

6 コミュニケーションに関連する項目についての特記事項  

ト1視九6－2聴九6－3－ア意思の伝達．6－3－イ本人独自の表現方法，6－4－ア介護者の指示への反応．6－4－イ言   

葉以外の手段を用いた説明の理解，6－5記憶t理解，   

（6－3－ア）「アー」「ウ一」などの各戸が見られろが、意図していることが分からないことが多い。  
■ ■ ■ t ■ ■ ■ ■■ －－■ ■ ● ●■ － － － － － 一 一－ －－ － － － － － － － － ■－ － － －－ － － － － － － － 一一－ －－ － － －－ － －－ － ■● － －－ － － － － － ●● －－ －■■ ● － ■ ■ 一■ －■ ■ ■ ● ■ － ● ■ ■ ‾ ■  

（6－4一ア）介助者からの指示に対しては、何度か繰り返す中で反応される時ヒそうでない時があろ。  
－一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－－一一－－－一－－－●一●■■■‾－‾‾●‾‾‾‾‾‾－‾‾‾‾‾‾‾‾■  

7 行動に関連する項目についての特記事項   

7行動（ア～ヤまで）   

（カ，ク，ネ）ほぼ毎日自分の思い通りにならない時に大きな声を出したり、母親の髪の毛を引っ張るなどの行為が見られ  
■ ■ ● ■ ● ■● ■ － －■ ■ ■－ ■ ● ■ ■ －一 一－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －－ ■→ － － －■ － － －－ － － － － － 一 一 － －－－ － － －－ － 一 一 ■一 ● －■ ● ■一 一 ■一 一－ ■■ － ●■ ● ■ ■ ■ ■ ■  

る。  
■ ■ ■ ● ■ ■ － ● ■ ■→ ■ －－ － ■ ● － － － － － － － － 一■ － － －－－－ － － ■－ ■－ 一 一－－ －■ 一 －－ － － － － － －■ ●－ － ■－ － －－ 一 一 － － －← － －－ － － －－ －■－ － 一 一 ■● －■ － ■ 一 ■■ ■● ■ ■● ■ － ■ ■ － － ■  

（コ．サ）日中自宅にいろ際には、常時部屋の中を動き回ったり、部屋の偶のかこ行き座るなどの行動を繰り返している。  
■ ■ ● ■ － － ▼■ t■ ●－ ■■ － ● 一■ ■ 一 一－ － － － － － － － － － －－ － － － － －－ －■ － － －－ －－ － － － － ■－－ － － － － － － －－ － －● － － － － － 一 － － － － － － －－ － － － ■■ － ■ ■ ■ ● ● ● ■ ■ ■ ■ 一 一■ ■ ■  

（チ）排便後、排泄物を壁などになすりつけろなどの行為がある。  
－■ 一 ● 一 ■ 一 一 ● ■ ■ ■ － － － － 一 一 － － － － － － － 一一 － － － － － － －－ －－ － － － － － － － － － － 一 － － － － － 一 一 －－ － － － － － － － 一 一 － － － － － － － － 一 一 － － ■ － － ● － ■ － ■ － － － ■  

（ツ）外出時に、祭っばなどをむしり取ってロに入れてしまう行為がある（外出時は常に）。  
■■ －■－ ■ ● ● －t ■ ■ 一 一■■ － － － － － － － －－ －－ ■－ － － 一－ －－－－ － －－ － － ●－ － － － － －－－ － － － － － － － － － － － － － －－ － － － － － ■■ ■－ ■ ■■ ■ ■ ■ ■■ －■－ 一 一 一● － ● ■ ■ ■ ■ 一■ ■ ■  

（ホ．ト）広舎チラシを如かくらぎってゴミ箱に入れる。．それを繰り返し行っている。破って良い物、悪い物の判断ほで  
－ ■ ■ ■■ ■ ■ ■ － ● ■ ■ ■ ■－■ ● ■■ ■ － ■－ － －－ － ■－ － － ●■ －●－ 一 一 －－ － － － － － － － － － － － －－－ －－－ － － －，－ －■ 一 一 ●－－ － ■－ ●■ －－ － － － － －■■ － ■ ■ ●■● ■ ■ ■ ■ 一 ■ － ■－ 一 一 ■ ■  

きない。  
－ ■ ■ ■ － － ■ ■■■ ■－－ ● － 一 一 －－ － － －－ －－ 一 一 － － － － －－ － －一 一 － 一 一 ■－ －－ 一 一 一 一 －－ －－ － 一 －－ － － －－ － － －－－－ － － － － － －－ ● 一 ■ ■ ■ t■ ■■ － ■■■ ■■■ ■■ ■■ ▲－ － ● ● ■ ● ●  

（ニ，ヒ）着替えをすることが好きなため、わぎと排尿を失敗して着培えをする行為が見られる。自宅に置いてあった塗料  
■ ■ － － － － － － － 一 一 － －－ － － － － － － － － －－－ － ■■－ － －－ －■ － － － －－ 一 一 －－－ －■ 一 一－ － － － － 一－ －■一－ － － － － －■－－■－ － － －■ － － －一 一 － － － ■■ －－－ － － － －－ － － － － － ▲－ ● ● ■ ■ ■  

用のシンナーを飲んでしまったこともある。  
■ － ■ ■ ■ － 一● －■ ■ ●■■■ ■ 一 一 － － － － － 一－ － ■－ － － － － － － －一 一■ － － －■ 一－ － － －■ － － － － －－ － － － 一 一－ ■→ － －－ －－ － ●－ －－■ － － －－ －■ － － － － － － ■■ ■ ■● － ■ － ■ － ■ ■ ■ ■ － ■ － ■  

8 医療に関連する項目についての特記事項   

8医療  

（）※てんかん舟作あり。服薬もあり（棉神妥定剤もあり）。  

9 生活に関連する項目についての特記事項  

9－1調理，9－2配下膳，9－3掃除，9－4洗温 9－5入浴準備，9－6貫軌 9－7交通手段 9－8文字の視覚的認言敲使用   

（）一連の行為において上記のような行動が見られるため、すべてにおいて見守り、介助が必貴と判断。  
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医師意見書  

2．特別な医療（現在、定期的に、あるいは頻回に受けている医療）  

処置内容   □点滴の管理  口中心静脈栄養  口透析  ロストーマの処置 □酸素療法  

ロレスピレーター  ロ気管切開の処置  口痔痛の看護□経管栄養（胃ろう）  

□吸引処置（回数  回／日，□＝一時的  口継続的）  

特別な対応 ロモニター測定（血圧、心拍、酸素飽和度等）ロ裾瘡の処置  
失禁への対応ロカテーテル（コンドームカテーテル、留置カテーテル等）  

3．心身の状態に関する意見  

（1）行動上の障害の有無（該当する項目全てチェック）   

固有  □無  
（有の場合）→□昼夜逆転  口暴言  田暴行 口介護への抵抗 □排掴  

口火の不始末 口不潔行為 □異食 口性的行動障害 □その他（  ）  

（2）精神・神経症状の有無   

固有 （症状名  ）口無  

（有の場合）→□せん妄  口傾眠傾向 □幻視・幻聴 口妄想  □失見当識  口失認 口失行  

口語知障害 □記憶障害（短期、長期） 口注意障害 □遂行機能障害 口社会的行動障害  

葛その他（石塊、興奮、不眠）  

・専門医受診の有無辺有（当院   ）□無  
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＜てんかん＞  

窃有  □無  
（有の場合）→ ロ頻度（口週1回以上 口月1回以上 □年1回以上）現在は無い  

（3）身体の状態   

利き腕（ロ右口左）身長＝150 cm体重＝50 kg（過去6ケ月の体重の変化 □増加日経持 □減少）   

□四肢欠損  （部位：  程度：口軽 口中 口重）  

口麻薄  

口左上肢（程度：口軽 口中 口重） □左下肢（程度：口軽 口中・口重）  

□右上肢（程度：口軽 口中 口重） □右下肢（程度：口軽 口中 口重）  

□その他   （部位：   程度：口軽 口中 口重）  

程度：口軽 口中 口重）  □筋力の低下  （部位：  

□関節の拘縮   

口 肩関節 □右   

口 股関節 □右   

口 肘関節 □右   

□ 膝関節 □右   

□ その他（部位：  
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程度：口軽  口関節の痛み  （部位：  

□失調・不随意運動・上肢  

・体幹  

・下肢  

口碑瘡  （部位  

ロその他の皮膚疾患（部位：  

）
 
 
）
 
）
 
 

重
重
重
 
 

ロ
 
ロ
口
 
 
 

中
中
中
 
 

ロ
 
□
□
 
 

（程度：口軽  

（程度：口軽  

（程度：口軽  

口中 口重）  

口中 口重）  

）
 
 
）
 
）
 
 

重
重
重
 
 

田
 
口
 
口
 
 
 

中
 
中
中
 
 

ロ
 
ロ
ロ
 
 
 

左
左
左
軽
軽
 
 

口
 
ロ
ロ
ロ
ロ
 
 
 

山
…
‥
～
…
汀
 
 

ロ右 （程度：口軽  

口右 （程度：口軽  

D右 （程度：口軽  

4．サービス利用に関する意見  

（1）現在、発生の可能性が高い病態とその対処方針   

□尿失禁  口転倒・骨折 □排掴   

□心肺機能の低下□痛み  □脱水  

→ 対処方針（  

□裾瘡  □礁下性肺炎  □腸閉塞  口易感染性  

□その他（  ）  

（2）介護サービス（ホームヘルプサービス等）の利用時に関する医学的観点からの留意事項   

・血圧について  窃特になし  ロあり （   

・囁下について  窃特になし  □あり （   

・摂食について  □特になし  屠あり （適量が分らず過食に及ぶ。   

・移動について  窃特になし  □あり （   

・その他（  

）
 
）
 
）
）
 
）
 
 

（3）感染症の有無（有の場合は具体的に記入して下さい）   

口有（  ）  ロ無  田不明  

5．その他特記すべき事項   

障害程度区分認定やサービス利用計画作成に必要な医学的なご意見等をご記載して下さい。なお、専門医等に別途意   

見を求めた場合はその内容、結果も記載して下さい。（情報提供書や身体障害者申請診断書の写し等を添付して頂いて   

も結構です。）  

周期性の病状悪化（棉神運動輿杏）の時期にlよ不眠を求たし、奇声を上げて家族や周囲の者をPFく。又、破衣、  

過食・過飲水なども同時期に出現する。悪化の期間は7一、一10EI／月程度。それ以外の時期には大人しく他者  

と史流をもたない。言藷の使用はできない。  

〈精神障害の機能評価〉  

○精神症状・能力障害二軸評価：（精神症状；2 能力障害；3）〈判定時期 平成 ○年 ○月〉  

○生活障害評価：（食事；4  生活リズム；2  保清；3  金銭管理；5  服薬管理；5  

対人関係；5  社会的適応を妨げる行動；3  ）〈判断時期 平成 ○年 ○月〉  
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概況調査票  

Ⅰ 調査実施者（記入者）  

実施日時   年 月  日   実施場所  自宅内・自宅外（  ）   

ふ り が な  

所属機関  調査時間  

Ⅱ 調査対象者  

（  ）歳   

年齢  

対象者氏名  
性別  男・女  

生年月日  年   月  日   

T  

現住所  電 話  

家族等   
電 話  

連絡先  氏名（  ）調査対象者との関係（  
）   

Ⅲ 認定を受けている各種の障害等級等（該当する項目に○をつけてください）  

障害種別   等級および程度区分   

1）身体障害者等級   1・ 2 ・3 ・4 ・ 5・ 6   

2）身体障害の種類   視覚障害・聴覚障害・肢体不自由・内部障害・その他（  ）   

3）療育手帳等級   

竜虎  
中度   

軽 度  】   
c   最重度 壬 OA   ▲     ・≡         手管二             3度            B2  4度  

4）精神障害者保健福祉手帳等級  1級・2級・3級   

5）障害基礎年金等級   1級・2級   

6）その他の障害年金等級   1級・2級・3級  

7）生活保護の受給   有（他人介護料有り）・有（他人介護料無し）・（亀）   

Ⅳ 現在受けているサービスの状況について、別紙1「サービスの利用状況票」に記入してください。  

Ⅴ 地域生活関連について、サービスの種類や量に関することを中心に記入してください。  

回程度  外出の頻度（過去1ケ月間の回数）   

社会活動の参加の状況（   

過去2年間の入所歴：田なし 口あり  

あり⇒ 入所期間： 年  月～  年  

年  月～  年   

過去2年間の入院歴：店なし □あり  

あり⇒ 入院期間： 年  月～  年  

年  月一  年   

その他   

月 入所した施設の種類（  

月 入所した施設の種類（  

月 入院の原因となった病名  

月 入院の原因となった病名  
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Ⅵ 就労関連について、サービスの種類や量に関することを中心に記入してください。  

就労状況：ロー般就労 ロバート・アルバイト 田就労していない □その他（  

過去の就労経験：一般就労やパートーアルバイトの経験 □あり 店なし  

最近1年間の就労の経験  ロあり 田なし  

中断の有無  □あり 田なし  

就労希望の有無：□あり 田なし  

具体的に  

Ⅶ 日中活動関連について、サービスの種類や量に関することを中心に記入してください。  

・主に活動している場所：窃自宅 窃施設 口病院 口その他（  

月～金 第2、3、4土曜日。00。  

Ⅷ 介護者関連について、サービスの種類や量に関することを中心に記入してください。  

介護者の有無：□なし 田あり  

介護者の健康状況等特記すべきこと   

母親は高血圧（服薬などはなし）。  

Ⅸ 居住関連について、サービスの種類や量に関することを中心に記入してください。  

一 生活の場所：口自宅（単身） 田自宅（家族等と同居） ログループホーム ロケアホーム ロ病院  

口入所施設 □その他（  
）  

・居住環境  

Ⅹ その他、サービスの種類や量に関することを中心に記入してください。  

外出介確 54時間／月。  

ヨートスティ 7日／月0  

00を利用予定。  
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